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2
'

(P B P 2
'

) を発現する こ と により耐性を獲得す

る こ とが知られて い る . 我々 はス ライ ドラ テ ッ ク

ス 凝集法 による P B P 2
'

検出法を開発 し
,
臨床分離

さ れ た 黄色 ブ ド ウ球菌 に つ い て 本法 と 従来 の

M R S A 判定法の結果を比較した .

抗 P B P 2
'

モ ノ ク ロ -

ナ ル抗体感作 ラテ ッ ク ス

と , ア ル カリ処理に よる被検菌 か ら の P B P 2
'

抽

出法の組み合わせ により, 血液寒天培地等のβラ

ク タ ム剤を含まな い
一

般の増菌寒天培地上に発育

した黄色ブ ドウ球菌か ら約 1 5 分で P B P 2
'

の判定

が可能で あり, 従来の M R S A 判定法 と良好 な相

関を示 した.

本法は平成 1 3 年 2 月より診療報酬適用 (黄色

ブ ドウ球菌 ペ ニ シ リ ン結合蛋白 2
'

7 0 点) と なり,

迅速
,
簡便 な M R S A 検 出法と して 有用と考 え ら

れる.

2 　 2 8 例 の 耐 性 肺 炎 球 菌 感 染 症 に つ い て
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ペ ニ シ リ ン耐性肺炎球菌感染症 28 症例, 2 8 株

を検討した . P R SP 5 株, PIS P 2 3 株の 薬剤感受性

分布に お い て , IP M / C S は M I C I F L g/ m l が 1 株認

め たが, 優れた感受性を示 した . C D T R は比較的

良好な感受性を示 したが, M I C 2 /∠ g / m l の耐性株

も 1 株認められた . そ の 他の セ フ ェ ム 系で は耐性

株が多か っ た . C C L には高度耐性株が多く, C A M

は感性と耐性の 2 峰性に, O F U ( は 1 峰性の 分布

を示 した . 肺炎, 急性中耳炎, 急性扇桃炎,
化膿性

髄膜炎等の , 上咽頭と咽頭ぬ ぐい 液で 2 3 株, 啄疾

4 株, 脳脊髄液 1 株 で分離された . 6 歳以下の 2 4

例, 59 歳以上の 4 例で, 発熱と C R P の 上昇, 白血

球の 増加がみ られた . P R S P 株は高度多剤耐性化

傾向を示 した . グ ラム 染色で S . p n e u m o n l
'

a e と推

定 で きたの は 3 例で あ っ た . 今回の 検討で患者情

戟, グ ラ ム染色が有意菌の推定に大切で あるこ と

と
, 薬剤感受性試験の 重要性を再認識 した.

33　耐性セラチアによる膵仮性のう胞感染に対し

T D M に よるゲンタ マ イシン投与 を行 っ た 1

例

･
一
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多剤耐性 セ ラ チ ア は有効 な抗菌剤が少なく, 近

年院内感染の 重要な原因菌と して取り上げられて

い る . 本症例で も G M 以外に効果の期待できる抗

菌剤は なく, また, 長期投与に なる こと も予測 さ

れたた め
,
でき るだけ高濃度 でな おか つ 副作用を

発現す る こ と の な い よう投与量 の調整を行 っ た .

G M の揮仮性の う胞 へ の移行につ い て は報告が な

か っ た ため高濃度 に設定 したわけである が, 菌量

の 減少 がみ られ, 結果的 に救命し えた こ と か ら,

G M の 投与は非常 に有効 であ っ た と考 えら れた .

本症例の ように G M の 最大1 日 4 00 m g を約4 ケ

月間に わたり投与可能で あ っ たの は
,
T D M によ

る投与計画をた て た ため と思われる. 1 日 1 回投

与法の 目標血中濃度 に つ い て は ,
ピ ー

ク値 1 6 -

2 4
.

･J g/ m l , ト ラ フ値 < 1 FL g / m l と した. V C M を

併円する前 はこ の濃度 で腎機能低下はみ られな か

っ たが , 併用後血清ク レ アチ ニ ン値の 上昇がみ ら

れた こ とか ら, 腎毒性をもつ 薬剤の併用時は濃度

管理をして い て も注意が必要である.

4　ヘリコバクター・ピロリの小児ヘの感染とク

ラリス ロ マ イシン耐性化
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家族内で ヘ リ コ バ ク タ - ･ ピ ロ リ ( H p) 感染

が起きたと思われる患者とその 家族 (5 歳の 男児

とその 両親) に つ い て, 分子疫学解析と電子顕微

鐘解析を行 っ た . 分子疫学解析 の結果, 3 人 は同

じ南棟に感染して い る こ とがわか っ た . 電子顕微

鐘解析の結果, 父親の胃上反細胞には tl p が濃障




